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令和４年度の監事監査が４月２０日（木）１１時から、愛車協事務局内において、金原理事長及び専務理事

立会いのもと柏木、水野両監事により決算書類等の監査が行われ、帳簿と収支報告書の確認、帳簿と領収

書、通帳の突き合わせの確認を行いました。 

「令和４年度決算報告」については、会計基準に則り適正に処理されていると報告をうけています。 

なお、令和４年度も昨年に続き黒字決算になりました。 

また同日１４時から Zoom により各事業場から正副理事長、専務理事及びオブザーバーとして東海自動

車㈱の長谷川氏の出席で、第３５回総務委員会及び第４４回正副理事会を開催しました。 

内容は、第１８０回理事会の議題を審議しました。 

 

第１８０回理事会が４月２６日（水）１４時から、愛知県自動車会館において開催されました。 

理事１２名が出席しました。 

冒頭のあいさつに金原理事長から「令和４年度の決算は皆様のおかげにより黒字と

なりました」とのお礼があり、次の審議がなされすべて承認されました。 

１．組合員の加入について ２，令和４年度の決算報告について  

３．通常総会の資料について ４．通常紹介の運営について ５．その他 

第１９回通常総会・懇親会には、多くの組合員様の出席をお待ちしています。 

 

日時：令和5年５月２１日（日） １６時～ 

場所：名鉄グランドホテル１１階柏の間（総会）桂の間（懇親会） 

 名古屋市中区名駅１－２－４ 

＊欠席の場合は必ず委任状の提出をお願いいたします。 

  ＊総会後は、懇親会を行いますので公共交通機関をご利用ください。 

 

令和４年度の共同購買・斡旋手数料・HP等にご協力いただきました組合員様は、全組合

員数の３３％４３社の組合員様がご協力くださいました。 

事務局より心より感謝申し上げます。 

来る総会では上位３社が理事長表彰を受賞されますが、ここに「ＢＥＳＴ１０社」を掲

載して敬意を表させていただきます。 

令和５年度もご協力の程よろしくお願い致します。 

１．㈲光栄自動車（瑞穂支部）  ２．㈱ファブリカコミュニケーションズ （西支部） 

３．新明工業㈱ボディサービスセンター（豊田支部）  ４．㈱関戸鈑金（尾北支部） 

５．㈱加藤鈑金整備（北支部）   ６．㈱加藤自動車鈑金（北支部）  

７．フジ自動車工業㈱ （昭和支部） ８．㈱三光社（西尾支部） 

９．輪栄自動車㈱中川工場（中川支部） １０．港自工㈱明海工場（豊橋支部）                                

  



 

岡崎支部（近藤支部長）は、４月２日（日）午後５時から 

岡崎市「魚清」において、定期総会を開催しました。 

これには、支部員１３名、賛助会員２名の出席がありました。 

令和４年度事業報告、令和４年度収支決算報告、会計監査報告、令和

５年度事業計画案、令和５年度予算案、協力企業紹介等の審議を行いま

した。総会の後は懇親会を開催し大いに盛り上がりました。 

 

特定整備工場制度開始に伴う取得済工場数は、４月末現在愛知県全体で３，５１９工場（愛整振情報）が

電子制御装置整備を取得しており、その内愛車協組合員の取得数は次のとおりです。 

② 整備主任者等資格取得講習者数：144人 

③ 電子制御装置整備認証（分解整備認証を含む）の取得工場数：97社 

④ 電子制御装置整備認証のみ取得工場数：14社 

 

第１８０回理事会の承認を得て５月から組合員になっていただきことになりました。 

北支部 

・株式会社ボデーショップ野呂 代表取締役：野呂 和也 

  ・所在地：瀬戸市上水野町607 Tel：0561-48-1329  FAｘ：0561-48-1519  

西尾支部 

   ・株式会社イマック 代表取締役：今泉 久美子 

  ・所在地：新城市豊栄377  Tel：053 6-24-9400  FAｘ：0536-24-023 

 

ゴールデンウィークは過ぎましたが、高速道路で渋滞にはまり困ったことはありませんか？ 

早くすすみたいから、みんな右車線に入りがちですが、実は左車線の方が早いそうです。 

東京大学の研究によると左車線の方が右車線に比べて、なんと10％も早くすすむ確率が高くなるというこ

とです。この法則は？ ことわざで、「急がば回れ」ですよね。 

このことわざは、室町時代の連歌師である宗長によって、東海道の途中にある

琵琶湖のことを「もののふの矢橋の船は速けれど急がば回れ瀬田の長橋」と詠

われています。京都へ向かうには、矢橋から琵琶湖を横断する方が瀬田の唐橋

経由の陸路よりも近道ですが、琵琶湖の横断は危険な航路だったそうです。 

この時代の渡し船は、突風を受けると沈没や転覆をする危険性がありました。

さらに「比良おろし」という、丹波高地から琵琶湖に向かい、比良山地南東側

の急斜面を駆け降りるように吹く北西の風が吹くことがあったため、「遠回りでも安全な道を行くべき」と

いう言葉が現在まで残っているのでしょうか。？ 

私も、急ぎの仕事で近道を優先して失敗することはあります。急いで気持ちが焦ってしまうときほど失敗

してしまうことがあるので、遠回りでも確実な道を進むことが大切という意味です。 

「急がば回れ」を肝に銘じて、確実な方法で仕事をがんばっていきましょう。 

いよいよ今月２１日は、第１９回通常総会が開催されます。 

今回は４年ぶりに懇親会も開催しますので皆様の出席をお待ちしております。 

 


